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               令和 4年 5月 26日 

公益社団法人日本下水道協会 

 

 

神東塗料(株)による下水道用ダクタイル鋳鉄管に対する新たな不適切行為と本会の対応について 

 

令和 4 年 5 月 20 日付で公益社団法人日本水道協会（以下、「日本水道協会」という。）がホームペ

ージで公表した、「神東塗料(株)による水道用ダクタイル鋳鉄管内面エポキシ樹脂粉体塗料（JWWA G112）

等の新たな不適切行為とその対応について（2022.5.20）」を受け、日本下水道協会規格「下水道用ダ

クタイル鋳鉄管（JSWAS G-1）」にも該当の資器材を規定していることを確認しました。 

なお、今回の同社による不適切行為は、本年 1 月に発覚した同社の不適切塗料使用問題と異なり、

規定どおりの原材料を使用した塗料ではありますが、試験結果等に対する不適切な取扱い行為である

ことを踏まえ、本会としては下水道としての用途を考慮し、本会としての考え方及び対応について下

記のとおりご報告致します。 

 

１．不適切行為がなされた塗料に係る下水道用資器材に関する調査  

(1) 不適切行為に係る対象塗料 

・シントーパウダー#1200 コスモグレーF  

(2) 対象の塗料を塗装している下水道用資器材 

下水道用ダクタイル鋳鉄管（NS形）のライナ（φ500～800） 

(3) 対象の塗料を適用している認定工場   

・株式会社クボタ 京葉工場（認定番号:061201） 

阪神工場（認定番号:062801） 

・株式会社栗本鐡工所 加賀屋工場（認定番号:062701）  

 

２. 該当の塗料に係る不適切行為の概要 

(1) 塗料の比重 

① 目的 

塗料の原材料の配合比を管理、確認するための規定 

② 規格値（基準値） 

1.8以下 

③ 不適切行為 

試験（確認）結果の改ざん、検査成績書への記載 

(2) 耐カッピング性 

① 目的 

標準条件下で、半球の鋼製試験治具の押し込みによって金属基盤が部分変形した場合の塗膜

の割れ、剥がれに対する抵抗性を評価するための規定（JIS K 5600-5-2） 

② 規格値（基準値） 

試験板に半球の鋼製試験治具を 3mm押し込み、塗膜の割れ、剥がれが発生しない 

③ 不適切行為 

試験結果の改ざん、検査成績書への記載 
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３．今回の事案の資器材に対する本会の見解 

今回の問題に関しては、認定工場から依頼を受けた一般社団法人日本ダクタイル鉄管協会により、

今回の不適切行為の対象である塗料を塗装した管体をもって実使用上の問題の有無に関する検証

を行い、問題がないことの報告を受けています。本会としては、この報告内容を精査した結果、下

水道用として実使用上の問題はないと考えています。 

 

４．今後の本会の対応について 

本会としては、今回の問題に対する事実関係の詳細な調査を引き続き行ってまいります。 

なお、ダクタイル鋳鉄管の日本水道協会規格と本会規格は極めて類似しており、日本水道協会で

公表された実使用上の問題はないという見解と一致しますが、認定工場制度を運営している本会と

しては、詳細の調査結果を踏まえ、今後厳正な対応を検討してまいります。 

 

以上 

 

 

担 当： 技術部規格検査課 岡本 TEL 03-6206-0946 

 

 

 


